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海底写真による駿河舟状海盆の生痕

岡田博有＊・太田　秀＊＊・新妻信明＊

Lebensspuren Photographed on the Deep－Sea

Floor of Suruga Bay，CentralJapan

Hakuyu OKADA＊，Suguru OHTA＊＊and Nobuaki NIITSUMA＊

Thispaperpresentsunderwaterphotographsoflebensspurentakenat6stationsfrom

depthsof500mto2800minSuruga Bay，CentralJapan（Fig・1）・Stationslt03arelo－

catedin avalley－likedepressioncalledtheSurugaTroughandtwoothersites（Stations

TlandT2）WereselectedontheeasternslopeoftheTrough（Fig・1andTablel）・
Thelebensspurenin deeper areas（Stationsl t03；2036to2820m deep）tend to be

characterized′by shallow－burrowers，Whereasthoseinshallowerareastendto bechar－

acterizedbydeep－burrowers・The bathymetric controloflebensspuren advocated by

SEILACHER（1967），however，CannOtbe applied directlyto the presentcase・Inthecase

ofthis coastaldeepbay，bottom sediments and water characteristics seemto control

theichnofauna more effectively than water depth and food amounts，Whicharegener－

ally closely related・

1．まえがさ

堆積物中に記録された動物体の活動の跡である生

痕（Lebensspuren）は動物の生活活動様式を示すだけ

でなく環境推定の有力な手がかりを与えるものとし

て極めて重要である．とくに過去の地層を扱う場合，

体化石が認められない時でも生痕はかなりよく保存

されており，しかも現地成（insitu）を示すので，近年

地層の堆積環境復元のために生痕化石群の研究はま

すます重視されている．

生痕化石をこのような目的のために有効に利用す

るには，生痕とその造形主との対応をつけやすい現

在の海底の諸環境で生痕相をできるだけ詳しく解析

しておく必要がある．そのような研究は，遠洋深海

底でも深海カメラの発達（例えば，EwINGandDAV－

IS，1967；HEEZENandHoLLISTER，1971）や最近の

深海掘削計画（Deep Sea Drilling Project／Inter－

national Phase of Ocean Drilling）の進展に伴い着
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実を成果を挙げている（WARME et al．，1973；VAN

DER LINGEN，1973；　CHAMBERLAIN，1975；

EKDALE，1977，1978；など）．

本報告では駿河湾を南北に走る駿河舟状海盆中軸

部の水深1000m以深の4地点および水深500

～700mの2地点で撮影した海底写真約3000駒の

うち生痕相をよく示している代表的な写真58葉を

選んで，地点による生痕群集の特徴を示し，過去の

地層研究のための→指標にしたい．

2．海底写真の撮影および撮影地点

本報告に用いた海底写真の撮影は1977年6月7日

から6月12日にかけて，東京大学海洋研究所共同利

用調査船「淡青丸」による調査航海KT－77－7（主席研

究員：堀越増輿・岡田博有）で行われた．

海底写真の撮影および解析は太田が行った．撮影に

用いたカメラはEC＆G製モデル20UAの改造型で，

レンズはHopkinsF4．5であり，光源には100W／sec

のストロボを使った．カメラは同じ規格のものを2本

光軸を平行にしてステレオ写真をとり，撮影画面はス

テレオペア毎にステレオ解析を行って，画面サイズ，

被写体の大きさを決定した．一度のカメラの降下に

より，6秒毎の露出で約600対のステレオ写真が得

られる．なお，海底東上にカメラを保持するため，

カメラ枠にピンガー〔EG＆G製モデルMK－1〕を

装着し，この直達吉と反射音の時間差から撮影距離

を測定しつつウィンチ操作を行った（OHTA，1976）．

海底写真撮影地点は駿河舟状盆中軸線上で4点

（いずれも水深1000m以深），湾奥の東側斜面上の2

且（水深500～800m）であり，それらの詳細はFig．1

秀・新妻信明

とTablelに示すとおりである．

3．生痕群集の特徴

a．地点1：この地点は駿河舟状海盆の中では最

も幅が広く，水深も深い（Fig．1）．海底面は非常に平

坦で，泥質である．部分的に底層流の影響を示唆す

る砂漣（ripplemark）（Pl．3，Fig．2），流水によるうね

状地形（Pl．4，Fig．1），線構造（Pl．3，Fig．2）がみられ

る．さらに注意すべき現象として，海底面全体にガ

スの逸出孔と思われる小ピットが無数に認められる

（Pl．1；Pl．2，Fig．2；Pl．3，Fig．1；Pl．4，Fig．1）．海底

面上の生物にはチヒロエビ類がときどき見られる．

生痕の分布密度は¶凋封二低く，生痕がほとんど

写っていない写真もある．しかし，時どき短い棒状

のゴカイ顆の棲管が密集していることがある（Pl．2，

Fig．1）．這い跡は少ないけれども，二枚貝か巻貝によ

ると思われる曲線状（Pl．1，Fig．2），直線状，フ・ソク

状のものがみられ，非連続的足跡としてタラバガニ

類（？）の這い跡が観察される（Pl．2，Fig．2）．

b．地点2：この地点は駿河湾11の水深2555mの

駿河舟状海盆軸部にあたる（Fig．1）．海底面は地点1

と同様に平坦で，泥質である．海底付近の水中には

かなり多くのクシクラゲ類が認められるほか，ホラ

アナゴの仲間（＄㈲頑損料昭拙滋那Sp．拍ヾ1個体みられ

た．

ここでもガス逸出孔（？）が多数認められる．生痕密

度は低い．Pl．4，Fig．2には二枚貝か巻貝によると

思われる連続的な這い跡が顕著である．

地点2の群集は地点1に似ている．

Tablel．Location，time of sampling and characteristics ofthe underwater camera stati。nS．

Sta霊n Area Date Time ShipPosition Ikpth　等怒

1　　0仔Suruga Bay

2　　MouthofSuruga Bay

3　　　East of Senoumi

4　　　0仔Heta

T1　　0抒Toi

T2　　0仔Toi

7June，1977　15：57－16：55

12June，1977　16：24－16：33

8June，1977　14：05－15：05

9June，1977　13：15－14：15

10June，1977　14：45・15：47

11J皿e，1977　10：10－11：07

3424．8′N，13833．7′　一別24．8′N，138033．71王

3433．8′N，1駕035．0′E

34狙6′N，1お35．1℃一別042．9′N，13835．3℃

封ち9．1′N，138仙2′E一別馳5′N，138040．61王

封ち5．2′N，138042．7′E一弘翫6′N，138042．9′E

封ち5．3′N，138041．71ト鎚駄7′N，13鋼2．11三

詣13・2820m　　23．7℃

2555m　　　　22．8℃

2036－2056m　　22．80C

1380－1427m

500ー580m　　23．20C

694－7鮒m　　23．9℃
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Fig．1．Ba払ymetricmapofSuruga Bayshowinglocationsof血eunderwatercamera
stationsduri喝軌ecruiseKT－77・70fR／V Tansei－MarulIおp払inm・
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C．地点3：地点3は駿河舟状海盆中軸部の幅が狭

くなった場所で，小盆状地形の所にあたる．水深は

2036～2056mである（Fig．1）．

海底面は平坦で，一様な泥質堆積物でおおわれて

いる．海底にはエビやエイ（励J毎′呵毎sp．）が認めら

れることがある．一般に，ほぼ南北方向の線構造が

顕著である（PIs．5，6，7，8）が，これは底層流による

ものと思われる．とくに，Pl．6，Fig．2には中礫の

困りに洗い掘り構造がみられる．

生痕の分布密度は一般にかなり高い．最もふつう

の生痕はゴカイ類の棲管（PIs．5，7，8）で，これはかな

り広く散在している．連続的な滑り跡として興味あ

る構造（Pl．7，Fig．2；Pl．8，Figs．1，2）は雄のソコガン

ギエイ（助物叩毎sp．）の一対の交尾器によって作ら

れたものである．なお，Pl．7，Fig．1に写っている

エイは雌である．造形主不明の構造も認められる

（Pl．6，Fig．1）．

d．地点4：この地点は富士川河口沖の水深

1380～1427m，駿河舟状海盆中軸部の北端に当たる

（Fig．1）．海底面は泥質堆積物でおおわれ，mOundや

pitによる小起伏に富んだ微地形で特徴づけられて

いる．それらが底層流によって変形され，砂漣を形

成していることがある（Pl．9，Fig．1；Pl．13，Fig．2）．

その流れはほぼ北から南に向っている．

海底面にみられる生物にはムラサキハゲナマコ

（FbnnychhlmOSeleyi THEEL，1882）が圧倒的に多く

（Pl．9，Fig．1；Pl．10，Fig．1），まれにユメナマコ（Eプサー

PhlSteSeXimhlTHEEL，1882）（Pl．11，Fig．1）やエゾイ

バラガニ（Fb7domね　multtQina BENEDICT，1885）

（Pl．11，Fig．2）が認められる．

生痕の分布密度は高い．そのうち這い跡はほとん

どムラサキハゲナマコによるもので，他にユメナマ

コによる鋭い引っかき跡（Pl．11，Fig．1），エゾイバラ

ガ二の足跡（Pl．11，Fig．2），クモヒトデ（Ophiuroids）

の這い跡げ1．13，Fig．1）などが認められる．また無数

の円錐状ないしはドーム状の構造およびそれらの間

に点在する深い穴は，前者がゴカイ類の，後者がブ

ンブク類によって作られたものかもしれない（Pl．

11，Fig．2）．

e．地点Tl：この地点は駿河舟状海盆中軸部の北

端に近い東側斜面に位置しており，水深は509～580

mである．海底は泥質で，mOundやpitに富んだ

複雑な微地形を示す．海底面の生物にはウシナマコ

（蕗n吻onehponかaOHSHIMA，1915）（Pl．21，Fig．

1），ごかい（Aph7t）diiaaculeahlLINNAEUS，1761）（Pl．

21，Fig．1），スルガバイ（Buccinumleucostoma LIS＿

CHKE，1872），リユウコツクモヒトデ（（わんわC的0乃

カ∫痩近′〟SLYMAN，1878）（Pl．20，Fig．2），ギンエビス

1・●H．、／仙／－／＼′／JyH／／＝り〟／√〃、′／ノ七．〃／‥り／／／．／ハ1．卜

CHKE，1872）（Pl・29，Fig．2），単体サンゴ（Pl．20，Fig．

1），海えら類（Pl．17，Figs．1，2；Pl．19，Figs．1，2）など

が確認された．

生痕の分布密度はかなり高い．代表的な生痕は海

底面直下を潜行するブンブク仕0〃g乃わg7聯偽AL

COCK，1893）のモグラ状掘進跡である（Pl．15，Figs．1，

2；Pl．29，Fig．1）．カゴウニ（Pゐ0γ沼050∽α∂〟作αγオ〟研

A・AGASSIZ，1881）（Pl．16，Fig．2；Pl．18，Fig．2）やス

ルガバイ，ギンエビスガイの跡も顕著である（P1．19，

Fig・2；Pl・2O，Fig．2；Pl．21，Fig．1；Pl．29，Fig．2）．リ

ユウコツクモヒトデの穴も著例である．その他，放

射状の構造（Pl．19，Figs．1，2）や生物体が不明の糞塊

（Pl．17，Fig．2）も興味深い．

f．地点TZ：この地点はT．地点に近い水深694

～790mの場所である．海底は泥質で，生痕の発達が

著しい・海底の生物にはウルトラブンブク（エゴ乃坤乃純一

SteSβ材ilts（DE MEIJERE，1902））が豊富で，ウシナ

マコ，クサイロギンエビスガイ（＆7才わ′∂e∽∂正α紺和

（WATSON，1879））（Pl．25，Fig．2），キヌクシノハクモ

ヒトデ（（砂hiu7tlノ7曙ellata（LYMAN，1878）），ホソホ

シガタヒトデ（2bnaster（ゆhhlCttS FISHER，1916）

（Pl．28，Fig．1），アネモネ（Pl．26，Fig．1），サガミハラ

ブトツノガイ（Gadila sagtlmiensis KURODA and

HABE，1971）などが認められる．

生痕としては当然ウルトラブンブクの這い跡が顕

著で，明瞭な巻貝の這い跡も少なくない（Pl．23，Fig．
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2；Pl．25，Fig．2；Pl．28，Fig．2）．その他ホソホシガタ

ヒトデ（Pl．28，Fig．1）や正体不明の糞塊（Pl．26，Figs．

1，2；Pl．27，Figs．1，2）などが注目される．

4．考　察

生痕群集の解析により，過去の地層の堆積環境を

復元しようとする試みは，SEILACHERによる先駆

的研究（例えば，1959，1967，1974）以来多彩な成果

が挙がっている．とくに現在の海洋底の深海カメラ

による情報量が飛躍的に増大し，現在と過去の生痕

群集の比較研究が格段と進展した．SEILACHER

（1959）はフリッシュ相とモラッセ相の生痕群集の研

究から，生痕群集が水深指示者（depthindicator）と

して有効であることを一般化して（SEILACHER，1967；

1974），地層の古環境研究の発展を促した．ところ

で，生痕群集の深度規制が常に成立するかどうか

については，現在の底生生物の生態研究，とくに深

海カメラによる生痕群集の解析からの反論がある

（例えば，KITCHELL et al．，1978）．

駿河湾深海城の海洋構造は不明な点が多く，本報

告で示した生痕群集を規制する要因を明らかにする

ことは現時点では容易でない．ただ，測点間の生痕

群集の特徴を概括すると，比較的浅い測点では堆積

物内に潜る内生生物の生活痕が目立ち，生活痕が互

いに錯綜するのに対し，水深が深くなるにつれて泥

層を浅く利用する生活痕が多くなっているように思

われる．

駿河湾における多数回のトロール曳網と深海用水

中ステレオカメラを駆使した生物群集の研究では，

底生生物群集の水深に沿った明瞭な推移が示唆され

ているにもかかわらず（太田，未発表），生物の生活形

を主要な基礎とする生活痕群集の深度に治った推移

を明らかにすることは困難であった．

本報告の駿河湾の調査地点間の海底環境および水

深差があまり広範ではなく，SEILACHERの深度規

制の尺度をこの場に直接適用するには困難がある．

また駿河湾が極めて深度勾配の大きい漸深海系であ

るため，陸からの距離が小さく，水深の増大と栄養

物質の減少が他の海域で報告されている程大きな逆
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比例関係が認められない．これに駿河湾の海底地形

の単調さも加わり，底質ひいては生物の生息環境の

多様性が小さく，深度差の大きい割には生物群集の

生活形に顕著な差が生じていないのではなかろう

か．

上の考察でも示唆されるように生痕化石学と現生

の生物群集解析の立場および方法論の相違にも注意

しなければならない．現生の生物群集の研究では形

態学的な差異をもとに分類・同定された種の群集を

取り扱うのに対し，生痕化石学では生物の行動ある

いは生態が強調され，環境要因が論じられている．

また従来の深海底生物の生態学的研究がその作業の

困難さにより平面的な解析にとどまっていたのに対

し，生痕化石の研究では立体的な解析および時間ス

ケールが含められており，これら両者の立場を同一

次元で単純に比較できないことを考慮に入れなけれ

ばならない．

この事例研究からいえることは，生痕の深度規制

の考え方を生痕化石による地層の堆積環境復元に適

用するに当たっては注意を要することである．
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Platel．BottomphotographstakenatStationl，KT－77－7．

Fig．1．Flatsurfacewithafewdecaylngfaecalcastsmadebyholothurians．Evenlyscattereddots

SeemtObegas－pits．Theblackneedleofthecompasspointstothenorth．

Waterdepth：2847m，date：June7，1977，time：16：34′38′′．

Theverticallengthofthephotospans′adistance of75．5cm ontheseafloor．

Fig．2．Trackofeitherapelecypodorgastropod．AIsonotenumberofgas－Pits（？）．

Waterdepth：2843m，date：June7，time：16：12′14′′．

Theverticallengthofthephotospansa distanceof72．2cm ontheseafloor．



H．OKADA，S．OHTA and N．NIITSUMA Plate l



Plate2．BottomphotographstakenatStationl，KT－77－7．

Fig．1．Scatteredannelidtubes．Theblackneedleofthecompasspointstothenorth．

Waterdepth：2846m，date：June7，1977，time：16：27′50′′．

TheverticallengthofthephotospansadistanceoflOO．1cm ontheseafloor．

Fig．2．Imprintsprobablymadebythepodia ofastonecrab．

Waterdepth：2844m，date：June7，1977，time：16：19′26′′．

Theverticallengthofthephotospansadistanceof75．7cm onthesea floor．
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Plate3．Bottom photographstaken at Stationl，KT－777．

Fig．1．Faecalcastsofholothuriansintheupperright havebeensmoothedbybottomcurrents．

Theblack needleofthecompasspointstothenorth．

Waterdepth：2849m，date：June7，1977，time：16：42′14′′．

TheverticallengthofthephotospansadistanceoflO3．6cm onthe sea floor．

Fig．2．Currentlineationsandripplemark（？）．Faecalcasts ofholothuriansareseen．

Waterdepth：2847m，date：June7，1977，time：16：33′14〝．

Theverticallength ofthe photo spansa distance of60．2cm onthesea floor．
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Plate4．Bottom photographstaken atStationl（Fig．1）andStation2（Fig．2），KT－77－7．

Fig．1．CurrentmarklyingparalleltotheaxisoftheSurugaTrough（N，S）．Decayingfaecalcasts

of holothurians are scattered．

Waterdepth：2847m，date：June7，1977，time：16：31’32′′．

Theverticallengthofthephotospansadistance of93．4cm onthesea floor．

Fig．2．Mollusctrailsandafewfaecalcastsofholothurians（inthebottomofthephoto）areseen．

Waterdepth：2570m，date：June12，1977，time：16：29′52′′．

Theverticallength ofthephoto spansa distance of257．8cm onthe sea floor．
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Plate5．Bottom photographstaken atStation3，KTT77－7．

Fig．1．Annelidtubes．

Waterdepth：2049m，date：June8，1977，time：14：20’45′′．

Theverticallengthofthephotospansadistanceof142．0cm onthesea floor．

Fig．2．Annelidtubes．

Waterdepth：2050m，date：June8，1977，time：14：17′39〝．

Theverticallengthofthephotospansadistanceof68．3cm ontheseafloor．

、ヽ
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Plate6．Bottom photographstakenat Station3，KT－77－7．

Fig．1．Holes ofunknown origin．

Waterdepth：2051m，date：June8，1977，time：14：16′15′′．

The verticallength ofthe photo spansa distance of40．0cm on the sea floor．

Fig．2．Current scouraround a cobble．

Waterdepth：2036m，date：June8，1977，time：15：00′15′′．

The verticallengthofthe photo spansa distance of61．4cm onthesea floor．
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Plate7．Bottom photographstaken at Station3，KT－77－7．

Fig．1．Afemaleskate（BathyYqhlSp．）restsonthemudbottomwithmanyannelidtubes．Acurved

Stickinthecentreofthephotoisofunknownorigin．

Waterdepth：2045m，date：June8，1977，time：14：3433′′．

Theverticallength ofthephoto spansa distance of133．0cm onthe sea floor．

Fig．2．Asetoftwoparallelgroovescreatedpossiblywithcluspersofamaleskate（Bat勿77Vjdsp．）．

Waterdepth：2048m，date：June8，1977，time：14：24′57′′．

Theverticallengthofthe photo spansa distance of96．5cm onthesea floor．
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Plate8．Bottom photographstakenatStation3，KT－77－7．

Fig．1．Trailsprobably created by a male skate．Broken pieces ofeither wood or bamboo are

attachedbytinydeep－SeamOlluscs，0VerWhichamaleskatecrossed．

Waterdepth：2048m，date：June8，1977，time：14：25′21′′．

Theverticallengthofthephotospansadistanceof81．0cm ontheseafloor．

Fig．2．Trailsprobablycreatedbymaleskates，andmanyannelidtubes．

Waterdepth：2047m，date：June8，1977，time：14：28′33′′．

TheverticallengthofthephotospansadistanceoflO3．0cm onthe sea floor．
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Plate9．Bottom photographstakenat Station4，KTT7777．

Fig．1．Two holothurians（nlnnyChhlmOSel砂iTHEEL，1882）and theirtrails．Notelunateripple

marksinthelowerright．Bottom currentsflowfrom northto south．

Water depth：1400m，date：June9，1977，time：13：55′13”．

The verticallength ofthephoto spans a distance of118．2cm onthe sea floor．

Fig．2．Trails ofholothurian，nlnnyChhl mOSel町iandiLsfaecalcasts．

Waterdepth：1415m，date：June9，1977，time：13：27′07′′．

Theverticallengthofthephoto spansa distanceof80．5cm onthesea floor．
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PlatelO．BottomphotographstakenatStation4，KT－77－7．

Fig．1．Aholothurian（IbnnychhlmOSelEyi）ischangingcourseofitsmovement．Ataturningpoint

SCratChes are produced．

Waterdepth：1400m，date：June9，1977，time：13：56′25′′．

Theverticallengthofthephotospansadistance of87．4cm onthesea floor．

Fig．2．Holothuriantrailwitha featurecreatedatthetimeofturnofitsmovementdirection．

Waterdepth：1400m，date：June9，1977，time：13：54′13′′．

Theverticallengthofthephotospansadistance oflO2．4cm onthe sea floor．
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Platell．Bottomphotographstakenat Station4，KT－77－7．

Fig．1．Aholothurian（EnJPnhlSteS eXimiaTHEEL，1882）andtrails（scratching）・Organismsrespon－

sible for the mounds and holes are notidentified．

Waterdepth：1418m，date：June9，1977，time：13：24′55′′．

Theverticallengthofthephotospansadistance of70．8cm ontheseafloor．

Fig．2．Acrab（1b771lomis multi4）ina BENEDICT，1885）isproducingfoot printsintheupperright

corner．Deephollowsmayhavebeencreatedbyspatangoids（echinoderms）．

Waterdepth：1383m，date：June9，1977，time：14：13′13′′．

Theverticallengthofthephotospansadistanceof79．8cm ontheseafloor．

‾　、→　一◆、一ヽ■

叫
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Plate12．Bottom photographstaken at Station4，KT－77－7．

Fig．1．Longstraightfaecalcastsradiatingfromsomewhatprotrudingtubesareproducedbyan
Organism ofunknown orlgln．

Waterdepth：1400m，date：June9，1977，time：13：39′13′′T

Theverticallength ofthe photo spans a distance of45．4cm onthesea floor．

Fig．2．Annelidtubesscattered on theground withnumerousmoundsandholes．

Waterdepth：1402m，date：June9，1977，time：13：35′07′′．

The verticallength ofthephoto spansa distance of71．lcm onthesea floor．
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Plate13．BottomphotographstakenatStation4，KT－77－7．

Fig．1．Abrittlestar（ophiuroids）createdfeather－1iketrails（S），Whichtraversetheerodedtrailof

holothurian（H）．

Waterdepth：1422m，date：June9，1977，time：13：18′43′′．

Theverticallengthofthephotospansadistanceof45．6cm ontheseafloor．

Fig．2．Ripple marksproducedbysouthward－flowingbottom currents．

Waterdepth：1400m，date：June9，1977，time：13：54′19′′．

Theverticallength ofthephoto spansadistance of132．6cm onthe sea floor．
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Plate14．Bottom photographstakenat Station4，KT－77－7．

Fig．1．Faecalcastsofholothuriansandannelid（？）mounds．

Waterdepth：1425m，date：June9，1977，time：13：17′13′′．

Theverticallength ofthephoto spansa distance of46．8cm onthe sea floor．

Fig．2．Mounds produced by annelids（？）are common．Organism responsible for the star－1ike

markinglSunknown．

Waterdepth：1420m，date：June9，1977，time：13：20’01′′．

Theverticallengthofthephoto spansadistanceof60．4cm onthe sea floor．
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Plate15．BottomphotographstakenatStation Tl，KT－77－7．

Fig．1．Aspatangoid（Louen衰g作galis．ALCOCK，1893）creepsundersurface．

Waterdepth：527m，date：JunelO，1977，time：15：22’09′′．

The verticallength ofthephoto spansadistance oflO5．6cm on the sea floor．

Fig．2．Holesproducedbymedium－Sizedspatangoids．

Waterdepth：529m，date：JunelO．1977，time：15：18′19〝．

Theverticallength ofthephoto spansadistanceof69．1cm onthesea floor．
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Plate16．BottomphotographstakenatStationT．，KT－77－7．

Fig．1．Holesmadebymedium－Sizedspatangoidsandarcsofsmallholesproducedbyunknown

Organisms．

Waterdepth：536m，date：JunelO，1977，time：15：11′03′′．

Theverticallengthofthephotospansadistance of97．9cm ontheseafloor．

Fig．2．Imprinttracksarefootprintsofanechinothuriidsea－urChin，mOrmOSOma bu7SariumA．

AGASSIZ，1811．Arrowindicatesanophiuroid，（砂hiochitomノbtigatus LYMAN，1878．

Waterdepth：531m，date：JunelO，1977，time：15：17′03′′．

Theverticallength ofthephoto spansa distance of69．5cm on thesea floor．
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Plate17．BottomphotographstakenatStationTl，KT－77－7．

Fig．1．Linesofsmallholesareofunknown．origin．Alargeseapen（mnnatula naγ柁SiKOLLIKER，

1880）1iestotheupperright．TwosmallseapensarePntpptilum orienhlleNUTTING，1912．

Waterdepth：523m，date：JunelO，1977，time：15：28′21′′．

Theverticallength ofthephoto spansa distance of129．3cm onthe sea floor．

Fig．2．Apileofcoiledrope－likefaecesproducedbyanunknownorganism．Aseapen（P7VtOPtilum

Orientale NUTTING，1912）isindicatedwith an arrow．

Waterdepth：510m，date：JunelO，1977，time：15：46′39′′．

Theverticallengthofthephoto wasnotcalculated．

・　　しヽ
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Plate18．Bottom photographstakenatStationTl，KT－77－7．

Fig．1．Burrowopeningsproducedbymedium－Sizedspatangoids．

Waterdepth：523m，date：JunelO，1977，time：15：27′39′′．

Theverticallength ofthephoto spansa distance of58．4cm on thesea floor．

Fig．2．Verticalburrowsofspatangoidsanddottedimprinttrailsby mormosoma bu73arium A．

AGASSIZ，1881（cf．Plate16，Fig．2）．

Waterdepth：511m，date：JunelO，1977，time：15：45′27′′．

Theverticallength ofthephotospansadistance of49．5crn onthesea floor．
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Plate19．BottomphotographstakenatStationTl，KT－77－7．

Fig．1．Stellategrazingtracewithcentralburrowthoughttobeproducedbyanechiuroidworm．

Smallsea pen（♪YVtqt）tilum orientale NUTTING，1912）isseeninthelowerrightcorner．

Waterdepth：526m，date：JunelO，1977，time：15：2339′′．

Theverticallengthofthephotospansa distance of98．1cm on thesea floor．

Fig．2．Star－Shapedtrace（totheleft）withacentralhole，pOSSiblyalebensspurenproducedbyan

echiuroidworm（familyBonellidae）．Radiatingtracesaregrazingscrapesoftheproboscisofthe

WOrm，Whichissituatedinthecentralburrow．Aseapen（Pntoptilum orientaleNUTTING，1912），

Vertical burrows of medium－Sized spatangoids and a trail of a gastropod，prObably Ginebts

a7genteOnitens（LISCHKE，1872）areseen．

Waterdepth：513m，date：JunelO，1977，time：15：43′33′′．

Theverticallengthofthephoto spansa distance of96．7cm onthesea floor．
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Plate20．Bottom photographstakenatStationTl，KT－7777．

Fig．1．A simple coral，preSumably拘nghlCyathus sib（柳e（ALCOCK，1902）producing circular

depression．Asoft－Shelledsea－urChinresponsibleforthetrailofpits（Pl．16，fig．2；Pl．18，fig．2）

isseeninthecenter ofthe photo．

Waterdepth：555m，date：JunelO，1977，time：14：58′51′′．

Theverticallengthofthephoto spansadistance of190．0cm onthe sea floor．

Fig・2・Atypicalburrowandfeedingtracesofanophiuroid，Ot）hiochitonjdstkatusLYMAN，1878．

Thisorganismseemstoscrapethemudsurfaceandcollectthedetrituswithitslongarms．They

Oftenprotrude3armsfromthelargeopeningoftheburrowandoneortwoarmsfromsmaller

holes・G：Trailproducedbyatrochidgastropod，GinebtsaYgenteOnitensa7genteOnitens（LISCHKE，

1872），g＝deeptrail，Ⅴ－Shapedincrosssectionproducedbyasmallgastropod（？）．

Waterdepth：316m，date：JunelO，1977，time：15：37′45′′．

Theverticallength ofthe photo spansa distance of89．9cm on thesea floor．
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Plate21．Bottom photographstakenat StationTl，KT－77－7．

Fig．1．Trailofagastropod，BuccinumleucostomaLISCHKE，1872andbroadtrackofaspatangoid，

Loueniag7聯Iisinthelowerleft．A：AphγOdita aculeata LINNAEUS，1761．

Waterdepth：556m，date：JunelO，1977，time：14：57′45′′．

Theverticallength ofthephotospansadistance of128．5cm onthe sea floor．

Fig．2．S：StarL・Shapedtrace（seeHANTZSCHELL，1970）．

Waterdepth：516m，date：JunelO，1977，time：15：37′57′′．

Theverticallengthofthephotospansadistanceof76．2cm ontheseafloor．
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Plate22．Bottom photographstaken at Station T2，KT－77－7

Fig．1．Trailofagiantspatangoid，Linopneustesjhqtlts（DEMEIJERE，1902）．Thisbathyalspecies

isasurfacedweller，preSentingastrikingcontrasttotheshallow－Watermembers，Whichareall

burrowers．

Waterdepth：684m，date：June11，1977，time：10：44′28′′．

Theverticallength ofthe photo spansa distance of83．2cm on thesea floor．

Fig．2．Trailofagiantspatangoid，Linopneustesjkilts（DEMEIJERE，1902）．Thetraceconsistsof
amedianandlateralridges，andobliqueshallowgrooves．Notetheevidenceoffrequentcrossings

and encounters．

Waterdepth：653m，date：Junell，1977，time：10：56′10′′．

The verticallength ofthe photo spans a distdnCe Of98．1cm on thesea floor．
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Plate23．BottomphotographstakenatStationT2，KT－77－7．

Fig．1．CloseTup Of the tracks made by a giant spatangoid，Li71坤neustesjh材ilts（DE MEIJERE，

1902）．

Waterdepth：685m，date：Junell，1977，time：10：31′22′′．

Theverticallength ofthephoto spans a distance of51．7cm onthesea floor．

Fig．2．Trailsprobablycreatedbyatrochidgastropod，助thybemb玩aeora（WATSON，1879）．

Waterdepth：685m，date：Junell，1977，time：10：28′34′′．

Theverticallength ofthephoto spans a distance of83．8cln On thesea floor．
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Plate24．Bottom photographstakenatStationT2，KTT77－7．

Fig．1．S：traCk andfaecalcast ofasynallactidholothurian，＄′nalhlCies multiz）eSicuhZtuS OHSHト

MA，1915，L：traCk of Linqt）neuSteS j吻ilts，B：teSt Of dead spatangoid，Brねaster o乙t）StOni

MoRIENSEN，1950．P：rOunded cobble，arOund which current scourisseen．

Waterdepth：685m，date：Junel1，1977，time：10：28′28′′．

Theverticallengthofthephotospansa distance of80．3cm onthesea floor．

Fig．2．Characteristic foot prints and faecalcasts of a holothurian，EnJやniastes eximia THEEL，

1882，Whichiscapable ofactiveswimming movements．

Waterdepth：650m，date：June11，1977，time：11：04′10′′．

Theverticallengthofthephotospansa distance of97．7cm onthesea floor．



H．OKADA，S．OHTA and N．NIITSUMA Plate　24

Fig．2



Plate25．Bottomphotographstakenat StationT2，TK－77－7，

Fig．1．Arestingtraceproducedbyaslender－armedasteroid，broaster ophhlCtis FISHER，1916．

Waterdepth：649m，date：June11，1977，time：11：05′22′′．

Theverticallengthofthephotospansa distance of125．8cm onthesea floor．

Fig．2．Sinuoustrailproducedby atrochid gastropod，Bathybembir aeo771（WATSON，1879）．The

maker of the peculiar scoop－like depression cannot be determined，butit might be some

benthic shrimp．

Waterdepth：685m，date：June11，1977，time：10：26′40′′．

Theverticallengthofthephotospansadistance of93．0cm ontheseafloor．
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Plate26．BottomphotographstakenatStationT2，TK－77－7．

Fig．1．Track of Lin坤neustes jhqilts and a faecal castin a spiral－Shaped pile．The animal

responsibleforthisfaecalpileisunknown．A：Cerianthidanemone．

Waterdepth：654m，date：Junell，1977，time：10：54′04′′．

Theverticallengthofthephotospansadistance of98．5cm onthesea floor．

Fig．2．Coiled faecalstring．Themakerofthisfaecalpileisunknown．

Waterdepth：685m，date：Junell，1977，time：10：32′22′′．

Theverticallengthofthephotospansadistanceof78．8cm onthesea floor．
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Plate27．Bottom photographstakenatStationT2，TK－77－7，

Fig．1．Fan－Shapedpileoffaecescastedfromthecentralhole，Whichisa dwellingstructureofan

unknown organism．g：a scaphopod，Godihl Sagamiensis KURODA and HABE，19711eaves a

narrow，deepfurrow onthetrack ofagiantspatangoid．

Waterdepth：684m，date：June11，1977，time：10：44′10′′．

Theverticallengthofthephotospansa distanceof66．2cm ontheseafloor．

Fig．2．Fan－Shapedpileoffaecalcasts．Theorganismwhichproducedthisfaecalpileisunknown．

S：a Shrimp，Scle7t）C7ungOn Sp．digs a shallow depression andleaves radialimpressions ofits

antennae．

Waterdepth：654m，date：June11，1977，time：10：53′22′′．

Theverticallength ofthephoto spans a distance of70．8cm onthesea floor．
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Plate28．BottomphotographstakenatStationT2，TK－77－7．

Fig．1．Star－Shapedimpression：a reStingtrace（cubichnia）producedby slender－armed asteroid，

2b7t）aSter OPhhlC猿FISHER，1916．

Waterdepth：650m，date：Junell，1977，time：11：04′34′′．

The′Verticallengthofthephotospansadistanceof84・4cmontheseafloor・

Fig．2．●Thelongthread－likestructureprojectingfromasmallholemaybeanextendedproboscis

ofanechiuroidworm（Bonellidae）scrapingthemudsurface．B：atrOChidgastropod，Bathybembir

aeo7u（WATSON，1879）．

Waterdepth：653m，date：June11，1977，time：11：00′34′′．

Theverticallength ofthephoto spans a distance of169．7cm onthe sea floor．
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Plate29．Bottom photographstakenat StationTl，KT，77－7．

Fig．1．Aspatangoid（Louenhlg7聯ItsALCOCK，1893）creepsunderthesurface，takingrestatsome

Places（arrows）（cf．Plate15，Fig．1）．P：fセn吻one東砂OnicaOHSHIMA，1915．

Waterdepth：580m，date：JunelO，1977，time：14：49′21′′．

Theverticallengthofthephotospansa distanceoflO4．8cm ontheseafloor．

Fig．2．A trail of Ginebts a7genteOnitens a7genteOnitens（LISCHKE，1872）（Gin the bottom）．p：

P7t）tOPtilum orienkllts NUTTING，1912．

Waterdepth：519m，date：JunelO，1977，time：15：33′03′′．

Theverticallengthofthephotospansa distanceofllO．9cm ontheseafloor．
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